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衆

議

院

議

長

河

野

洋

平

殿

衆
議
院
議
員
山
井
和
則
君
提
出
厚
生
労
働
省
の
雇
用
状
況
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。



衆
議
院
議
員
山
井
和
則
君
提
出
厚
生
労
働
省
の
雇
用
状
況
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
雇
用
形
態
と
し
て
は
、
大
き
く
分
け
て
、
任
期
の
定
め
の
な
い
常
勤
、
任
期
の
定
め
の
あ
る
常
勤
及
び
非
常
勤

が
あ
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
雇
用
形
態
に
該
当
す
る
職
員
（
休
職
者
を
除
く
。
）
の
数
に
つ
い
て
は
、
平
成
十
八
年
七
月
一
日
現
在
で
、

任
期
の
定
め
の
な
い
常
勤
職
員
は
五
万
四
千
百
七
十
四
名
、
任
期
の
定
め
の
あ
る
常
勤
職
員
は
九
十
二
名
、
非
常
勤
職
員
は

四
万
四
千
六
百
九
十
三
名
で
あ
る
。
な
お
、
任
期
の
定
め
の
あ
る
常
勤
職
員
は
、
一
般
職
の
任
期
付
研
究
員
の
採
用
、
給
与

及
び
勤
務
時
間
の
特
例
に
関
す
る
法
律
（
平
成
九
年
法
律
第
六
十
五
号
）
の
適
用
を
受
け
る
職
員
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
者
の
部
局
ご
と
の
状
況
と
し
て
は
、
任
期
の
定
め
の
な
い
常
勤
職
員
の
数
に
つ
い
て
は
、
本
省
内
部
部
局
全
体

で
二
千
九
百
二
十
七
名
で
あ
り
、
そ
の
内
訳
は
、
大
臣
官
房
は
八
百
五
十
三
名
、
う
ち
統
計
情
報
部
は
四
百
二
名
、
医
政
局

は
二
百
十
四
名
、
健
康
局
は
百
四
十
五
名
、
医
薬
食
品
局
は
二
百
十
六
名
、
う
ち
食
品
安
全
部
は
七
十
八
名
、
労
働
基
準
局

は
三
百
三
名
、
う
ち
安
全
衛
生
部
、
労
災
補
償
部
及
び
勤
労
者
生
活
部
は
、
そ
れ
ぞ
れ
五
十
八
名
、
百
二
十
五
名
及
び
四
十

一
名
、
職
業
安
定
局
は
二
百
十
八
名
、
う
ち
高
齢
・
障
害
者
雇
用
対
策
部
は
三
十
九
名
、
職
業
能
力
開
発
局
は
七
十
三
名
、

一



雇
用
均
等
・
児
童
家
庭
局
は
百
三
十
六
名
、
社
会
・
援
護
局
は
三
百
十
名
、
う
ち
障
害
保
健
福
祉
部
は
八
十
四
名
、
老
健
局

は
八
十
七
名
、
保
険
局
は
百
六
十
八
名
、
年
金
局
は
九
十
八
名
、
社
会
保
障
担
当
参
事
官
室
等
（
政
策
統
括
官
の
下
に
置
か

れ
て
い
る
社
会
保
障
担
当
参
事
官
室
、
労
働
政
策
担
当
参
事
官
室
、
労
政
担
当
参
事
官
室
、
労
使
関
係
担
当
参
事
官
室
及
び

政
策
評
価
官
室
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
は
百
六
名
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
施
設
等
機
関
に
つ
い
て
は
一
万
七
百
九
十
一

名
、
地
方
支
分
部
局
に
つ
い
て
は
二
万
三
千
百
七
十
二
名
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
外
局
全
体
で
一
万
七
千
二
百
八
十
四
名
で
あ
り
、
そ
の
内
訳
は
、
社
会
保
険
庁
は
一
万
七
千
百
七
十
一
名
、
中
央

労
働
委
員
会
事
務
局
は
百
十
三
名
と
な
っ
て
い
る
。

任
期
の
定
め
の
あ
る
常
勤
職
員
に
つ
い
て
は
、
そ
の
九
十
二
名
す
べ
て
が
施
設
等
機
関
に
在
籍
し
て
い
る
。

非
常
勤
職
員
の
数
に
つ
い
て
は
、
本
省
内
部
部
局
全
体
で
二
千
四
百
三
十
七
名
で
あ
り
、
そ
の
内
訳
は
、
大
臣
官
房
は
四

十
六
名
、
う
ち
統
計
情
報
部
は
二
名
、
医
政
局
は
六
百
六
十
七
名
、
健
康
局
は
六
百
九
十
二
名
、
医
薬
食
品
局
は
四
百
八
十

五
名
、
う
ち
食
品
安
全
部
は
九
十
名
、
労
働
基
準
局
は
二
百
十
八
名
、
う
ち
安
全
衛
生
部
、
労
災
補
償
部
及
び
勤
労
者
生
活

部
は
、
そ
れ
ぞ
れ
五
十
三
名
、
三
十
二
名
及
び
七
十
四
名
、
職
業
安
定
局
は
百
二
十
八
名
、
う
ち
高
齢
・
障
害
者
雇
用
対
策

部
は
二
十
四
名
、
職
業
能
力
開
発
局
は
三
十
六
名
、
雇
用
均
等
・
児
童
家
庭
局
は
八
十
三
名
、
社
会
・
援
護
局
は
四
十
三
名

二



、
う
ち
障
害
保
健
福
祉
部
は
八
名
、
老
健
局
は
九
名
、
保
険
局
は
十
七
名
、
年
金
局
は
八
名
、
社
会
保
障
担
当
参
事
官
室
等

は
五
名
で
あ
る
。
ま
た
、
施
設
等
機
関
に
つ
い
て
は
三
千
百
五
十
八
名
、
地
方
支
分
部
局
に
つ
い
て
は
二
万
七
千
五
百
九
十

三
名
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
外
局
全
体
で
一
万
千
五
百
五
名
で
あ
り
、
そ
の
内
訳
は
、
社
会
保
険
庁
は
一
万
千
三
百
九
十
三
名
、
中
央
労
働
委

員
会
事
務
局
は
百
十
二
名
と
な
っ
て
い
る
。

二
に
つ
い
て

お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
個
々
の
職
員
に
支
払
わ
れ
た
賃
金
の
額
の
精
査
、
集
計
等
の
作
業
が
膨
大
と
な
る
こ
と
か
ら
、
お

答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

三
に
つ
い
て

国
家
公
務
員
に
つ
い
て
は
、
国
民
全
体
の
共
同
利
益
の
見
地
か
ら
、
国
家
公
務
員
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
二
十
号

）
、
人
事
院
規
則
等
の
関
係
法
令
に
よ
り
勤
務
条
件
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、
厚
生
労
働
省
と
し
て
は
、
「
職
員
の
均
衡
待
遇

」
も
考
慮
し
つ
つ
、
こ
れ
ら
の
関
係
法
令
に
基
づ
き
、
職
員
の
適
正
な
処
遇
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
例
え
ば
、
一

般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
九
十
五
号
）
第
二
十
二
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
常
勤
職

三



員
の
給
与
と
の
権
衡
を
考
慮
し
て
非
常
勤
職
員
に
対
し
給
与
を
支
給
す
る
な
ど
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

四


